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圭長駅の今と昔(緑区)

第2回

定例会のあらまし

平
成
叩
年
第
2
回
定
例
会
が
、
6
月
9
日

か
ら

6
月
お
自
ま
で
の
時
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
議
長

・
副
議
長
、
各

常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が
選
ば
れ
、
新
し
い

議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、

一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
条
例

の

一
部
改
正
な
ど
剖
件
の
市
長
提
出
議
案
を

審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

・
議

認

・
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
意
見
書
問
件
、
決
議
6
件
、

請
願
3
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
政
に
閲
す
る

一
般
質
問
が
叩

名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
後
あ
い
さ
つ

正巳

こ
の
た
び
、
千
楽
市
説
会
の
議

長
波
ぴ
に
川
州
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
、
本
市
は
、
引
靴
紀
の
新

た
な
時
代
に
向
け
て
、
析
し
い
都

市
づ
く
り
を
一指
進
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
時
代
は
K
7
や
、
政
治
、

終
w
ザ
M
G

は
じ
め
と
す
る
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
大
き
く
支
化
し

て
お
り
、
地
方
自
治
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
私
ど
も

は
、
そ
の
職
釘
の
重
大
さ
を
術
感

し
、
市
民
の
皆
織
の
負
託
に
応

え
、
そ
の
使
命
を
十
分
発
郷
し
、

市
民
生
活
の
質
的
な
向
上
に
余
点

を
傾
涼
し
、
こ
の
総
局
を
釆
り
切

っ
て
参
る
所
伴
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
市
民
の
婿
械
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
一
一
般
の
ご
税
制
附
と

こ
協
力
を
、
心
か
ら
お
.
肌
い
ゆ
し

上
げ
ま
す
。

E語長 竹内久l昭制限泉 佐々木
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可
決
し
た
主
な
議
案
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ちぱ市議会だより

《
予
箆
》

一
日
討
会
計
川川
正・
h
J
一日

国
康
術
助
金
の
忠
明
朗
決
定
に
伴
い
、
新

内
援
最
終
処
分
場
純
一4備
部
業
銭
に
四
億
四

千
九
百
万
円
を
、
国
庫
支
出
金
や
市
債
な

ど
を
財
源
と
し
て
追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
リ
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は、

三
千
三

百
二
十
四
億
六
千
九
百
万
円
に
な
り
ま

す。竹
川
市・勺」
1

凶・
ド」「7
・門咋

下
水
道
事
業
会
計
に
五
億
七
千
万
円
を

追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
リ
特
別
会
計
の

予
算
総
額

(企
業
会
計
も
含
む
)
は、

二

千
六
百
六
十
三
億
四
千
二
百
万
円
に
な
り

ま
す
。

《
条
例
》

十
一円
阜
市
湿
同
ナ
公
伝

ωえ
行
l
似
・
9-u
h--hm

の

罰

的

存

感
単
一T
公
報
出
抑
制叫
文
の
字
数
制
限
を
廃
止

す
る
な
ど
、
条
例
の
-
部
を
玖
正
し
ま
す
。

丹
了
汚
の
玄
白
の
医
原
廷
の
助
隊
L
問
4

・Q
V
1
引
の

一
部
品A
p
r

珂
子
家
庭
世
一
司
の
医
療
費
助
成
に
係
る
所

得
制
限
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
ほ

か
、
綬
{
疋
の
整
備
を
図
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

《
土
地
の
取
得
》

新
港
苅
・湾
問問工四回

{仮
称
)
建
設
に
伴

う
問。
転
企
業
へ
の
代
飴
用
地
と
し
て
、
美

浜
区
新
港
の
土
地
を
二
十
一
億
九
千
百
万

円
で
取
得
し
ま
す
。

ま
た
、
新
内
陸
門
出
終
処
分
川
崎
の
用
地
と

し
て
、
若
葉
区
更
科
町
な
ど
の
土
地
を
二

十
三
億
四
千
九
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

《
財
産
の
取
得
》

2
山
明
白
の
消
防
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
、
八

億
九
千
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

《
人
窃
案
件
》

助
役
に
稲
葉
秀
雄
氏
を
一降
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
.
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審
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か
ら
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常
任
委
員
会

6
月
団
山
田
に
聞
か
れ
‘
議
案
鈎
件
、
請

際

3
件
、
線
惰
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

全
議
案
を
可
決
・
魚
認
し
、

請
願
・
陳
情
は
、
不
採
択
2
件
、
継
続
審
査

2
件
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
綬
済
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
付
託
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・

ま
た
、
次
の
と
お
り
閉
会
中
に
管
室
・

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

4
周
幻
自

都
市
消
防
委
員
会

5
周
引
日

総
務
委
員
会

経
済
叙
間
同
委
員
会

民
u
同門つ
』口同

経
済
創
刊
資
委
員
会

際
情
3
件

請
願
1
件

陳
情
1
件

所
管
事
務
調
査

総
務
委
員
会

千
葉
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
係
る

専
決
処
分
な
と
議
案
一
8
件
、
刊制
限
1
低
いを

審
査
し
、
今
回
の
特
別
土
地
保
有
税
の
緩

和
に
よ
る
、
本
市
の
減
収
莞
込
額
5
億
6

千
万
円
の
内
訳
お
よ
び
地
価
吉
田
同
僚
へ
の
危
恨

に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
.

都市消防愛員会察資風祭

保
健
下
水
委
員
会

平
成
叩
年
度
千
葉
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
曽
川
な
ど
議
案
3
件
、
請
願
2
件
を
宜
同

室
し
、
管
渠
埋
設
工
浴
の
簿
類
と
釜
備
費
用

な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
.
か
あ
り
ま
し
た
。

V
利
組
-
偶
者
・
隠
{
告
書
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
箆
僚
・
宿
祉

・
教
育
の
充
実

を

求

め

る

一

議

隙

不

同

開

択

V
6歳
未
満
児
ま
で
の
医
療
費
の
効
成
に

関

す

る

請

願

不

採

択

't二・.ー

環問
視
刊
陪
設
委
員
会

土
地
の
取
得
や
工
事
翁
負
契
約
な
ど
該

案
6
件
を
審
査
し
、
新
港
新
潟
婦
工
同
期
宿

祢
)
建
設
事
業
に
伴
う
移
転
企
業
へ
の
代

笛
用
地
の
取
得
に
関
し
て
、
移
転
企
業
へ

の
譲
渡
予
定
価
絡
や
交
渉
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

~fi港新潟帰エjg! <仮称) lJl~置に伴う
移事E合主主へのl'tM用地

特
別
委
員
会

大
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
縫
淘
査
特

別
委
員
会

5
月
お
自
に
閲
か
れ
、
平
成

ω年
度
国

家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
経
過
報
告
、
地

方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
3
次
お
よ
び
第

4
次
勧
告
の
細
川
婆
な
と
を
認
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
7
月
8
日
に
は
平
成
日
年
度
国

家
予
算
に
関
し
て
、
政
令
市
沼
市
が
共
同

し
て
行
う
要
望
お
よ
び
本
市
が
独
自
に
行
う

重
点
要
望
事
喝
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た。少
子
・
高
齢
化
社
会
対
策
議
室
特
別
委
員
会

5
月
7
日
に
閃
か
れ
、
少
子
化
の
首
長

や
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
へ
の
取
り
組
み
と

設
題
に
つ
い
て
認
貧
し
ま
し
た
。
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主
な
質
問
項
目

財
政
問
題
(
行
革
を
倉
む
)
に
つ
い
て

後
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
綴
費
助
成
に
つ
い
て

高
齢
者
編
組
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

新
し
い
法
律
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

地
峨
経
済
の
娠
興
策
に
つ
い
て

就
学
時
間
健
診
に
つ
い
て

円
苧
授
の
統
合
に
つ
い
て

国

可決した意見書・決議園

議員提出議案として 15伶のZ意見省および61'牛
の決議を審議し、〉欠の7件を可決しました。

可決した意見第・ 決議ta:、関係行政機関など

に提出しました。
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傍臨のご祭肉

平成10年第3回定例会は9月88(火)に開会する予定

です。

本会議t;t、原則として公開していますので、どなたでも

傍隠できます。

傍隠は、 本会議の当日、議会採1~で受け付けています.
会議日程は9月4日(金)に決まる予定です。

インドおよびパキスタンの地下核実験に強く抗隠

するとともに、絞兵22の廃絶を求める決議

義務教育貨の国庫負担制度の堅持に関する窓見書

環i琵ホルモン対策の充実に関する意見密

ボランティア団体等カ匂予う憶護者・高鍛蓄の f移
送サービスjを合法的な活動にするよう、道路E置
送法等の改正を求める意晃m

住宅・都市整備公団のe1i草に当たって住宅居住者

の生活の安定と係際を求める意見書

国際高齢者年に関する意見語

第:26回主要国首脳会議(サミット)の務猿メッセ

開催実現に関する決議

花島公園

(花見川区)

表
紙
に
陥
載
し
ま
し
た
写
真
は
、
J
R

土
気
駅
の
僚
子
で
す
。
土
気
駅
は
明
治
相
自

年
刊
月
に
私
鉄
一房
総
鉄
道
に
よ
っ
て
開
業

し
ま
し
た
。

か
つ
て
国
鉄
房
総
東
線
と
呼
ば
れ
て
い
た

外
房
線
の
土
気
・
大
綱
問
は
急
勾
配
で
、
大

綱
か
ら
の
汽
車
.
か
登
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。中

位
の
頃
、
酒
井
氏
の
農
械
が
あ
っ
た

土
気
町
は
、
昭
和
川
例
年
千
葉
市
に
合
併
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
駅
南
側
の
大
規
倶

開
発
で
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

土
気
駅
も
昭
和
引
年
8
月
に
ド
ー
ム
型
の

モ
ダ
ン
な
駅
舎
.
か
完
成
し
、
現
径
は
1
日
平

均
約
2
万
3
子
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
リ
」
発
行
委
員
会

守
秋
田

委
員
長

翠

副
県
富
員
長

頭

委

員

田
平
康
子

納
元
政
幸

;学

f苦

福
永

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
査
課

立
石

。04
3
{2
4
5
)
5
4
7
2


	1
	2-3
	4



